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斜し

ゃ

内な

い

山
道

―
国
道
二
三
八
号
―

古
来「
巌
山
凌
雲

が
ん
ざ
ん
り
ょ
う
う
ん
突
出
せ
り
。

濱
を
行
ん
と
す
れ
ど
も
道
な
け
れ
ば
岩
を
よ
ぢ
て
は
山
に
登
り
、

草
に
す
が
り
て
濱
に
下
る
」と
い
わ
れ
た
往
来
の
難
所
。

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か「
斜
内
山
道
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

今
回
防
災
事
業
の
完
成
に
よ
り
、安
全
で
快
適
な

幹
線
道
路
と
し
て
生
ま
れ
変
っ
た
。
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網
走
と
稚
内
と
を
結
ぶ
国
道
二
三
八
号
、
浜
頓
別
町
と
枝
幸
町
界
に
「
神か

む

威い

岬
」
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
る
。

こ
の
岬
は
、
古
い
時
代
か
ら
険け
ん

阻そ

な
岬
と
し
て
人
々
に
恐
れ
ら
れ
て
い
て
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は

「
カ
ム
イ
・
エ
ト
」
と
呼
ん
で
い
た
。
カ
ム
イ
と
は
「
神
」、
エ
ト
と
は
「
鼻
」
の
意
で
「
神
様
の
鼻
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
岸
線
を
走
る
道
路
は
、
こ
の
神
威
岬
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
、
斜
内
山
（
四
三

八
・
九
�
）
を
中
心
に
、
海
岸
に
は
奇
岩
怪
石
が
連
な
り
、
難
所
の
山
道
と
し
て
往
来
す
る
人
々
と

物
資
の
交
流
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
き
た
。

開
拓
使
時
代
に
は
、
札
幌
・
石
狩
・
厚
田
・
留
萌
・

稚
内
・
網
走
を
主
た
る
経
過
地
と
し
て
斜
里
に
至
る

「
北
海
岸
線
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
岬
を
人
々
は
、

海
路
か
ま
た
は
難
所
の
踏
み
分
け
道
を
往
来
し
て
い

た
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
「
斜
内
山
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、宗
谷
の
杖
苫
内
、

網
走
の
能
取
と
共
に
、
北
海
岸
線
の
三
険
と
い
わ
れ
て

い
た
難
所
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
名
の
斜
内
と
は
、
ア
イ
ヌ
語
の
シ
ョ
ー
ナ
イ

に
由
来
し
、「
滝
の
沢
」
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
が
、

し
か
し
こ
こ
に
は
滝
は
な
く
、「
岩
礁
の
川
」
の
意
と

も
さ
れ
る
。

岬を巡って走っていた国鉄興浜北線と灯台（写真提供：枝幸町）
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寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
初
め
て
山
道
が
切
り
開
か
れ
た
と
い
い
、
同
九
年
の
松
前
藩
士
の
記

録
に
は
、「
シ
ホ
ナ
ヱ
、
此
所
岩
山
崎
烽ほ
う

火か

有
リ
、
當
所
岩
崎
ニ
テ
海
岸
通
行
成
ガ
タ
ク
、
ヘ
ラ
ヱ

ウ
シ
へ
ノ
山
越
道
有
リ
。
ヘ
ラ
ヱ
ウ
シ
ト
云
岳
ノ
腰
ヲ
通
ル
。
此
山
岩
山
ニ
シ
テ
木
ナ
シ
」
と
あ
る
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
二
）
の
幕
吏
の
記
録
の
な
か
に
も
、「
巖
山
凌
雲
突
出
せ
り
。
濱
を
行
ん
と

す
れ
ど
も
道
な
け
れ
ば
岩
を
よ
ぢ
て
は
山
に
登
り
、
草
に
す
が
り
て
濱
に
下
り
云
々
」
と
あ
る
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
再
び
此
の
地
を
訪
れ
た
松
浦
武
四
郎
は
、「
荷
物
は
船
に
て
遣
わ
し
、

我
陸
行
。
カ
ム
イ
ト
ド
此
所
出
崎
上
は
峨
々
が

が

た
る
岩
壁
也
。
馬
足
難
通
也
」と
記
述
し
、
ま
た
翌
四
年

の
成
石
修
の『
東
徼
私
筆
』に
は
、「
岩
石
道
狹
し
。
少
し
上
る
所
に
大
な
る
巖
道
に
突
出
す
。
土
人
カ

ム
イ
の
居
る
所
と
す
。
馬
上
に
て
通
る
事
を
禁
ず
」と
あ
り
、
須
藤
秀
之
助
の『
協
和
使
役
』に
は
、「
路

益
險
な
り
。
後
馬
の
首
前
馬
の
尻
に
接
す
。
行
く
べ
か
ら
ず
。
馬
を
下
り
歩
き
て
行
く
」と
あ
る
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
北
見
の
国
を
巡
視
し
た
松
本
判
官
は
、「
北
海
道
の
道
も
惡
路
の
連

続
。
カ
モ
ヱ
ト
岬
に
い
た
っ
て
は
、
肌
に
粟
を
生
ず
る
險
路
で
、
漢
の
蜀
し
ょ
く
道
の
難
も
こ
れ
ほ
ど
で
は

あ
る
ま
い
。
こ
の
地
を
踏
ん
で
ロ
シ
ア
人
の
道
路
開
發
の
意
欲
を
は
じ
め
て
知
っ
た
」。
そ
し
て

「
第
一
北
見
州
ヲ
官
ニ
而
御
手
入
ハ
道
路
ニ
在
リ
…
開
拓
ノ
妨
ゲ
、
且
下
民
ヲ
唯
惱
マ
ス
ノ
ミ
」
と

し
て
、
こ
の
海
岸
道
路
の
整
備
を
提
起
し
た
が
、
枝
幸
以
北
に
つ
い
て
、
な
か
な
か
手
が
届
か
な
か

っ
た
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
の
『
拓
殖
年
報
』
に
は
、「
枝
幸
郡
斜
内
山
道
の
如
き
は
斷
崖
壁
、

僅
か
に
そ
の
中
腹
に
羊
腸
た
る
小
徑
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
」
と
あ
る
。

当
時
、
仮
定
県
道
と
さ
れ
て
い
た
「
北
海
岸
線
」
は
、「
中
途
頓
別
村
界
ニ
跨
リ
テ
斜
内
山
道
ア

リ
。
人
馬
ノ
行
通
ニ
ハ
不
便
ナ
ラ
ザ
ル
モ
馬
車
ノ
通
行
不
可
能
ナ
ル
ハ
實
ニ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
」

と
『
枝
幸
村
沿
革
概
要
』
で
は
記
し
て
い
る
。
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北
海
道
の
開
拓
に
は
、「
移
民
が
入
っ
て
か
ら
道
路
を
開
削
す
る
の
か
、
ま
た
開
削
し
て
か
ら
移

民
を
入
れ
る
の
か
」
と
い
う
議
論
が
道
議
会
（
明
治
四
三
年
）
で
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、「
い

ず
れ
が
先
と
も
い
え
な
い
が
、
多
く
の
移
民
の
い
る
所
が
先
に
な
る
」
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

こ
の
付
近
の
道
路
開
削
は
、
長
い
間
見
放
さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
道
路
法
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
翌
九
年
か
ら
「
地

方
費
道
稚
内
・
網
走
線
」
と
な
っ
た
。

大
正
八
年
「
旭
川
師
団
の
工
兵
隊
が
斜
内
山
道
の
爆

破
作
業
と
道
路
工
事
を
施
行
し
、
ど
う
や
ら
馬
車
の
通

行
が
可
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
道
幅
は
狭
く
、
金
輪

馬
車
一
台
が
や
っ
と
通
過
で
き
る
程
度
の
道
で
、
馬
車

が
途
中
で
交
差
で
き
な
い
危
険
な
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
年
、
旭
川
師
団
工
兵
隊
一
箇
中
隊
が
派
遣
さ
れ
、
旧
国

鉄
興
浜
北
線
斜
内
山
道
踏
切
か
ら
素
雪
澤
川
付
近
ま
で

の
拡
張
工
事
が
再
度
施
行
さ
れ
た
」（『
浜
頓
別
町
史
』）。

昭
和
三
年
一
〇
月
二
六
日
、
浜
頓
別
・
枝
幸
間
自
動

車
道
路
の
開
通
を
祝
し
て
盛
大
に
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
時
の
拡
張
工
事
に
よ
っ
て
、
自
動
車
の
運
行

が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
道
路
の
完
成
を
祝
っ
て
、

「
工
兵
第
七
大
隊
第
二
中
隊
工
事
記
念
」
と
彫
っ
た
記

念
碑
が
立
て
ら
れ
た
が
、「
そ
の
後
の
国
道
拡
張
工
事

旧国道（左）と国鉄興浜北線（右）（写真提供：枝幸町）
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で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
旧
国
鉄
線
の
約
三
〇
�
上
段
に
あ
っ
て
、
昭
和
三
五
年
に
海
岸
ル
ー
ト
が
完
成
す
る

ま
で
、
国
道
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
一
一
年
七
月
、
浜
頓
別
〜
枝
幸
間
を
結
ぶ
国
鉄
興
浜
北
線
が
開
通
し
た
。
開
通
祝
賀
会
の
式

辞
の
中
で
枝
幸
村
長
は
、
こ
の
区
間
に
は
「
人
工
を
加
へ
た
る
道
路
と
称
す
べ
き
も
な
く
、
一
条
の

獣
跡
に
異
な
ら
ざ
る
険
難
危
道
を
辿
り
て
、
物
資
の
供
給
を
得
、
甚
だ
し
き
は
、
小
包
を
以
て
米
麦

の
郵
送
を
求
め
、
或
は
馬
背
に
よ
り
、
或
は
川
崎
船
に

よ
り
て
物
資
の
需
要
を
求
め
た
り
き
。
若
し
夫
れ
、
冬

期
間
に
至
り
て
は
交
通
全
く
杜
絶
、
主
食
料
欠
乏
せ
し

事
例
少
な
か
ら
さ
り
し
を
や
」
と
斜
内
山
道
の
現
状
を

説
明
し
、
こ
の
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
「
来
る
べ
き
冬

期
間
の
交
通
も
、
初
め
て
全
き
を
得
る
に
至
れ
る
は
、

正
に
盲
亀
の
浮
木
を
得
た
る
の
心
境
を
深
か
ら
し
む
る

の
感
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
六
〇
年
に
な
り
こ
の
国
鉄
路
線
は
廃

止
と
な
っ
て
、
バ
ス
路
線
に
転
換
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
二
八
年
、
二
級
国
道
網
走
稚
内
線
（
現
二
三
八

号
）
に
指
定
と
な
り
、
昭
和
三
三
年
に
斜
内
山
道
付
近

の
道
路
改
良
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。
計
画
段
階
で
は
、

山
道
を
改
修
す
る
案
と
海
岸
を
通
る
案
と
が
出
さ
れ
、

冬の厳しい神威岬（写真提供：枝幸町）
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種
々
検
討
の
結
果
、
海
岸
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。

着
工
以
来
三
年
の
歳
月
と
、
工
費
約
一
億
三
千
万
円
を
投
じ
て
、昭
和
三
五
年
一
一
月
に
完
成
を
見
た
。

し
か
し
、
完
成
後
も
こ
の
道
路
は
、
神
威
岬
に
沿
っ
て
走
る
区
間
が
急
崖
斜
面
に
面
し
て
い
る
た

め
、
夏
は
落
石
、
冬
は
雪
崩
な
ど
が
し
ば
し
ば
発
生
し
、
特
に
冬
季
に
な
る
と
越
波
に
よ
る
路
面
の

凍
結
、
地
吹
雪
に
よ
る
吹
き
だ
ま
り
や
視
程
障
害
が
起
き
や
す
く
、
通
行
不
能
と
な
る
要
因
を
多
く

抱
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
内
陸
部
に
切
り
替
え
て
直
線
化
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
を
解
消
し
よ
う
と
、
浜
頓
別
町

斜
内
と
枝
幸
町
目
梨
泊
の
区
間
二
・
六
四
五
㎞
の
直
線
化
事
業
が
平
成
二
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
た
。

計
画
の
当
初
段
階
で
は
、
現
道
に
覆
道
を
設
け
防
災
対
策
と
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
施
工
場
所
が
北

オ
ホ
ー
ツ
ク
道
立
自
然
公
園
内
に
あ
り
、
景
観
が
損
な
わ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
も
そ
も
線
形
も

悪
い
こ
と
か
ら
ト
ン
ネ
ル
化
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

斜
内
山
の
裾
野
を
貫
く
一
、二
〇
五
�
の
「
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
ト
ン
ネ
ル
」
と
美
雪
橋
（
橋
長
六
五

�
）
の
新
設
を
主
な
工
事
と
す
る
斜
内
防
災
事
業
は
順
調
に
進
み
、
総
事
業
費
約
七
〇
億
円
を
投
じ

て
、
平
成
一
一
年
一
一
月
九
日
に
安
全
で
快
適
な
新
ル
ー
ト
が
完
成
を
見
た
。
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